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9．グルコース負荷FDG・PETによる虚血心筋の評価

　　＿201Tl．SpECTおよびGne　MRIとの対比一
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　グルコース759負荷時のFDG－PET心筋病変所見と，

201Tl－SPECTイメージおよび，　MRIイメージとの対比

検討を行った．対象症例は4例で，多くは対枝病変例で

あった．虚血～梗塞領域は，FDG集積低下～欠損とし

て描出され，201Tl－SPECTイメージと，ほぼ類似した・

MRIにおいては，壁運動性の低下，心筋のGd－DTPA

での造影効果など，心筋病変の客観的評価にいくつかの

情報が得られた．糖尿病合併例では，インスリンによる

血糖値のコントロールが必要と考えられた．

　以上これらは，視覚的定性的検討にとどまったが，今

後定量化が必要と考えられた．

11．因子分析を用いた肝胆道シンチグラフィの定量的評
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99mTc－PMTを用いて肝胆道シンチグラフィを施行し，

そのダイナミックデータを用いて，肝胆道系の因子分析

に適した条件と，定量評価の可能性を検討した．肝成分

を分離するには心や腸管の因子をあらかじめマスク処理

にて除外するのが望ましく，また因子数3以上では分離

した各相の成分が症例により一定していない点から，2

因子が最も評価しやすかった．対象症例中に強い肝障害

例はなかったが，いずれの場合も早期のピークをもち，

しだいに下降する成分と，より遅く出現する成分に分離

され，それぞれ肝と胆のう胆道系成分と考えられた．肝

成分に対応するカーブのピーク出現はROI法でのピー

クより早く，肝実質成分をより反映している可能性があ

る．

12．定常腎孟内圧尿流量測定の臨床応用

10．心臓核医学検査で心以外に異常所見が見つかった症
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　1989年から1992年までの4年間に，山形大学医学

部附属病院において，201Tlまたは99mTcを用いた心臓

核医学検査を施行した患者で，心以外に異常所見が指摘

された5症例（甲状腺癌・乳癌・腺腫様甲状腺腫・肺

癌・胸膜炎）について，他の検査所見を追跡し，読影上

の留意点を検討した．

　201T1心筋scintigramでは，腫瘍scintigramとして

の側面にも留意すべきであった．

　心臓を関心領域の中心として再構成された画像のみな

らず，その原画像と処理過程にも注意を払うべきであっ

た．
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　本検査法に関しては昨年度の学会で基礎的検討結果と

小数例での臨床データに関して報告した．今回は臨床例

16例20腎に関する結果を報告する．方法は前回の学会

報告に準じて行った．whitakerテストおよび腎痩造影

で尿管閉塞なしと診断された16例中12例（2例は体動

のため失敗）では，腎孟内圧上昇に伴い尿流量が直線的

に増加した．腎孟内圧上昇でも尿通過が示されなかった

2例はwhitakerテストでも閉塞が確認され，1例は尿

管再建術，他の1例は本検査のデータから腎痩設置によ

る治療が行われた．本検査は侵襲的方法であるが，生理

的状態での尿流量計測が可能で，水腎症での尿管閉塞の

鑑別診断法として今後期待できる方法である．
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